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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、本日のサステナビリティ基準委員会（以下「当委員会」という。）においてご

審議いただきたい事項の概要について、ご説明することを目的としている。 

Ⅱ．温対法における SHK 制度の定める方法により測定し報告する温室効

果ガス排出を用いて「気候基準」の定めに従う場合の測定及び開示 

これまでの経緯 

2. 当委員会は、第 60 回サステナビリティ基準委員会（2025 年 12 月 11 日開催）において、

「地球温暖化対策の推進に関する法律」（平成 10年法律第 117号）（以下「温対法」と

いう。）における「温室効果ガス排出量の算定・報告・公表制度」（以下「SHK制度」と

いう。）の定める方法により測定し報告する温室効果ガス排出を用いてサステナビリテ

ィ開示テーマ別基準第 2号「気候関連開示基準」（以下「『気候基準』」という。）の定

めに従う場合の測定及び開示について、実務上の解釈が分かれていることが指摘されて

いることから、明確化を図るために、サステナビリティ開示実務対応基準を開発するこ

とを決定した。 

3. 当委員会におけるこれまでの審議の状況は次のとおりである。 

サステナビリティ基準委員会 内容 

第 60 回（2025年 12月 11日開催） ・ 実務対応基準の開発に関する審議 

・ 基礎排出量と調整後排出量のいずれを基礎

として用いるかに関する審議 

・ ロケーション基準によるスコープ 2温室効果

ガス排出の取扱いに関する審議 

・ ロケーション基準とマーケット基準の測定

方法の整合性に関する審議 

第 61 回（2025年 12月 24日開催） ・ 実務対応基準（案）の文案に関する審議 

・ 「コメントの募集及び本公開草案の概要」の

文案に関する審議 
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・ 適用時期等に関する審議 

Ⅲ．本日の審議事項 

4. 本日は、これまでの審議を踏まえ、以下について公表の承認に関するご審議をいただき

たい（(1)の公開草案が公表議決の対象となる。）。なお、第 61回サステナビリティ基準

委員会（2025 年 12 月 24 日開催）にて、ご審議いただいた文案から、一部記載を更新し

ている。更新箇所については、各審議事項の参考資料をご参照いただきたい。また、第 61

回サステナビリティ基準委員会で聞かれた意見については、審議事項(2)-4にてお示して

いる。 

(1) サステナビリティ開示実務対応基準公開草案第 1号 

「温対法における SHK 制度の定める方法により測定し報告する温室効果ガス排出を

用いて『気候基準』の定めに従う場合の測定及び開示（案）」（審議事項(2)-2参照） 

(2) 「コメントの募集及び本公開草案の概要」（審議事項(2)-3参照） 

5. 「サステナビリティ開示基準の開発に係る適正手続に関する規則」第 19条第 3項に基づ

き、前項(2)「コメントの募集及び本公開草案の概要」に記載した公開草案に対するコメ

ント募集期間については、原則通り 2か月以上（公表後 60日程度を想定。）とすること

を検討している。 

以 上 
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